
 

 

 

 
 

 

 

■『区民運動会』『総合防災訓練』で、 

「防災まちづくり」に関するご意見をお聞きしました！ 
１０月８日（日）の『区民運動会』、１１月１２日（日）の『総合

防災訓練』で，「防災まちづくり」の取組紹介や，一人ひとりができ

る対策の情報発信，「防災まちづくり計画」に対するみなさんのご意

見を伺うための，アンケート調査を実施しました！ 

 

 

 

裏面もご覧ください！ 
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ご協力頂いた 
みなさま，ありがとう 

ございました。 

「防災まちづくり」の進め方 

一人ひとりでは「家の中の安全対策」「地震や火災に強い家づくり」、町内会では「空き家等対策」

「コミュニケーションの充実」への回答が多く、「安全な避難場所をつくる」「家の中の安全対策」

「空き家等対策」は学区として力を入れて取り組んだ方が良いという意見が多数！ 

★具体的な取組のアイデア（抜粋）★ 

・耐震診断の実施 

・家具の転倒防止グッズの紹介や斡旋 

・常時管理者がいない民泊への対応 

・路地入口に袋路か抜け路地かを表示 

・各町内に避難経路図を作成 

・防災ひろばのための空地の提供者への税の優遇 

・町内の消火器の設置場所の共有 

・メール等での地域ネットワークの構築 

・家庭内での防災に関する情報の共有 

・「ライフ」と災害時の物資提供等の協定を締結 

「防災まちづくり」に関するアンケート結果報告！ 

目指すまちの将来像『地域の絆を深め、みんなでつくる、安心・安全住み良きまち 正親』を 

実現するために大切にしたい正親学区の良いところ 

 
「地域や人のつながり」や、

「古い町並み」などに関する

意見が多数！ 

★町内での各世帯の結びつき、人と人とのつながりが強い！  

★子どもたちが地域のお年寄りに大切にしてもらえてありがたい！ 

★地域のコミュニティが深く、町内会がしっかりしている！ 

★日頃から町内会で協力できる体制をつくる！ 

★コミュニケーションをとりながら高齢者にやさしい町内会を目指す！ 

★古い町並みと人情！ 古い町並みが美しく保たれている！ 

 

家の中の安全対策に取り組む 

空き家等対策に取り組む 

災害時の避難経路を確認・共有する 

路地を日頃から適切に管理する 

安全に避難できる「路地」をつくる 

骨格となる道の安全性を高める 

安全な避難場所をつくる 

身近な地域の防災環境を整える 

町内会の防災力を高める 

コミュニケーションを充実する 

『防災まちづくり』の体制を整える 



 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 住宅の耐震化の呼び掛け・ＰＲを行いました！ 
平成２９年１０月１４日（土）に，土屋町通、仁和寺街道，裏門通，日暮通の沿道の昭和

５６年以前の木造住宅を対象に，地域と行政、専門家が一緒にお宅を訪問し，災害時に住民

の方々の避難経路となる道の沿道建物の耐震化に向けた，耐震診断等を紹介する『すまいの

耐震大作戦 2017』を行いました。（昨年度は一条通，浄福寺通，上長者町通を対象に実施。） 

今後も継続して，学区全体に耐震化の大切さをお伝えしていきますので，みなさまご協力

をよろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 来年２月頃に『防災まちづくり意見交換会』を開催します‼ 
平成 30 年３月には「防災まちづくり計画」を策定します。住民のみなさん

の想いやご意見等を踏まえた計画にするために，平成 30 年２月頃に「防災ま

ちづくり意見交換会」を開催しますので、ご参加よろしくお願いします！ 

 

はい

44%いいえ

50%

無回答

6%

家の中の安全対策の実施状況

「防災まちづくり」に関するその他のご意見 

・町家が多く、耐震性が不安。 

・借家が多く、家主へのメリットを感じられる

耐震化等の働き掛けが必要。 

・道が狭く、緊急車両が通れない。 

・安全に避難するためにも、危険なブロック塀

は改善したい。 

・避難場所がよくわからないので、町内で避難

場所と避難経路を共有したい。 

・地域の集合場所が狭く全員が集まれるか不安。 

・お年寄りの独居が多く、災害時の避難が心配。 

 

「家の中の安全対策」・「地震に強い家づくり」 

 総合防災訓練では、一人ひとりができる「家の

中の安全対策」や「地震に強い家づくり」として、

住宅の耐震化や家具の固定などの安全対策の大

切さをご紹介！ 

ほぼ全員に住宅の耐震

化の大切さを理解して

いただけました！ 

半数は実施しておらず、今

後も『家の中の安全対策』

への意識啓発が必要！ 

はい

98%

無回答

2%

住宅の耐震化の必要性・重要性の理解度

約4割は
安全対策
を実施！ 

訪問軒数 

全体で約７０軒に，耐震化の重要性 

をお伝えすることができました！ 

そのうち２軒（木造1軒，京町家1軒） 

から耐震診断の申請がありました！ 

『すまいの耐震大作戦 2017』の結果報告！ 

京都市住宅供給公社 

京安心すまいセンター 

TEL：075-744-1631 

開館時間 9：30～17：00 

（水曜・祝日・年末年始は休み） 

京都市の各種耐震化支援 
事業に関する問合せ先 

 

 自宅の耐震に関する主なご意見 

・耐震診断を受ける予定があり， 

町家の専門家にも相談をしている。  

・補助金の額が少なく，工事費用が負担となる。 

・耐震改修の工事中の生活が心配（騒音、家具の移動での負担等）。 

・屋根は改修済。耐震改修には費用が必要なので家族と相談する。 

自宅の耐震化に関してご相談が

ある方は，右記の問合せ先まで 

ご連絡ください！ 

住民のみなさんの想いやアイデアを大切にし、

これからも「防災まちづくり」の取組、「防災

まちづくり計画」の作成を進めていきます！ 


